




研究目的 

近年,低出生体重児の後障害については,脳性麻痺(CP)や精神遅滞(MR)などに加えて,注意

欠陥多動障害(ADHD)や学習障害(LD)が注目されている。ADHD や LD については,学齢期まで

フォローを要する必要のあることも多い。しかし,低出生体重児などハイリスク児について

は,まだ長期追跡研究も少ないし,発達状況を言語,認知,母子関係,家庭環境など多方面か

らとらえる綿密な研究も少ない。 

今回,われわれは,ハイリスク児の知的・社会的(対人的)発達について,少数例ではあっても

綿密にフォローアップし,その発達的特徴を明らかにし,保健指導のための基礎的資料を得

ることを目的として,学際的な研究チームをつくり,フォローアップ研究を開始した。 


